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私たちは、患者さんの人権を尊重し、地域に必要な

基幹的中心的な医療を担当すると共に、さらに高次

の医療に対応できるよう努力します。
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11月 14日 はもともとインスリンの発見者のTノ人、

でノーベル賞を受賞されたバンティングの博士の

誕生日であり、その業績を讃えて、わが国でも半

世紀にわたり、11月 に糖尿病週間として市民向け

の啓発イベントなどが開催されてきました。京都

ではこのような活動が全国に先駆けて開始され表

した。今年は京都国際会議場で11月 23日 に日本

糖尿病協会の近畿地方会も開催され表すので、興

味がある方はぜひご参カロください。     ′

2006年に国際連合 (国 連)は、IDF(国際糖尿

病連合)が要請してきた「糖尿病の全世界的脅威

を認知する決議」を総会議で採択しました。同B寺

に11月 14日 を「世界糖尿病デー」に指定し、世界

各地で糖尿病の予防、治療、療養を喚起する啓発

運動を推進することを呼びかけました。さらに

IDFは決議に先駆け、もnite fOr Diabetes'(糖

尿病との闘いのため団結せよ)というキャッチフ

レーズと、国連や空を表す「ブルー」と、団結を表

す「輪」を使用したシンボルマーク (ブルーサーク

ル)を採用し、全世界での糖尿病抑制に向けた

キャンペーンも推進してい表す。京都でも、世界糖

尿病デーに東寺、二条城などでブルーライトアッ

プなどのイベントが行われます。

このような活動を通じて、糖尿病やその合併症

で苦しむ人を三人でも減らし、その苦しみを少しで

も軽くすることを我々の共通願望とし、その実現

のために行動することが今強く求められていま

す。この壮大な夢を
`VVe have a dream'(我

々に

|す夢がある)から、̀Dream come tr∪ e'(夢がか
なう)へ と展開させていくには、患者さんやご家

族、医療関係者だけではなく、地域のさ表ざまな

人のネットワークを

介した積極的な取り

組みも極めて重要で

す。皆様方のご協力

をぜひよろしくお願

いします。

World醸 ‡轟鰈otctt day
14村 OVember

▲世界糖尿病デーのロゴマーク

京■卜桂晰計院

土1曜|コ|ン|サ|二|ト

お楽しみに!

日時 :11月 16日
.(土

)年後 2E寺～3時
会場 :外来棟1階ロビーにて

曲目 :は「魔女の宅急便」のテニマほか

※皆さまよくこ存知の曲を中心に演奏致し


